
明治時代の鉄道隧道請負業「松浦組」
奈良県王寺村の松浦音五郎

　明治５年 （１８７２）、 日本初の鉄道が新橋 ・ 横浜

間で開業し、 全国に鉄路が伸びていくことで、 日本

の近代化が図られていきました。

　このことに大きく貢献した人が、 奈良県王
おう

寺
じ

町
ちょう

に

いました。その名は松浦音
おと

吉
きち

。彼は、音
おと

五
ご

郎
ろう

と名乗っ

て松
まつ

浦
うら

組
ぐみ

を営み、 全国各地で隧
ずい

道
どう

（トンネル） 工事

をおこない、 鉄道の開業を導きました。

　王寺町は、 明治２３年 （１８９０） の王寺 ・ 奈良間

の開業を受けて、 王寺駅を中心に大きく発展して

きた町です。 王寺の駅前に拠点を置いた松浦組と、

明治時代の鉄道の関わりを紹介します。
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■ 松浦家に残されたもの

古文書　こもんじょ

　松浦家住宅には、 音吉に関わるものがいくつか残

されています。 その１つが約４，７００点におよぶ古
こ

文
もん

書
じょ

です。 古文書は、 松浦家住宅主屋の厨
つ

子
し

２階

に置かれた長
なが

持
もち

や鞄
かばん

などに保管されていました。 明

治２０年 （１８８７） 頃から同４０年 （１９０７） 頃まで

のものが中心で、 これらから、 松浦音吉が音
おと

五
ご

郎
ろう

と

名乗り、 「松
まつ

浦
うら

組
ぐみ

」 を組織して、 各地の鉄道隧
ずい

道
どう

（ト

ンネル） を掘削する仕事をしていたことがわかりま

した。

　奈良県北
きた

葛
かつら

城
ぎ

郡
ぐん

王
おう

寺
じ

町
ちょう

久
く

度
ど

2 丁目、 王寺駅か

らすぐのところにある松浦家住宅は、 国登録有形文

化財に登録されています。 登録文化財とは、 文化

財保護法によって定められた制度で、 重要文化財

などの指定文化財とは違って、 緩やかな規制のな

かで、 幅広く保護していくことを目的にしています。

急激な都市化の進展によって、 江戸時代から明治 ・

大正 ・ 昭和時代の建物が、 調査もされないままに

取り壊されていったことを背景に創設されました。

　松浦家住宅は、 主
しゅ

屋
おく

、 門
もん

長
なが

屋
や

、 旧
きゅう

米
こめ

蔵
ぐら

、 旧
きゅう

道
どう

具
ぐ

蔵
ぐら

、 離
はな

れ、 旧
きゅう

診
しん

察
さつ

室
しつ

の６件が、 平成２２年 （２０１０）

９月１０日、 国登録有形文化財に登録されました。

　旧診察室は昭和２１年 （１９４６） の建築ですが、 そ

の他はすべて明治４３年 （１９１０） に、 当主の松浦

音
おと

吉
きち

によって建てられたと考えられています。 　

松浦家住宅　国登録有形文化財

▲　松浦家住宅の門長屋

　松浦家住宅では、 旧米蔵が古民家バーとして活用されていますが、 そ

の他は一般住宅として使用されていますので見学できません。

▲　鞄に入れて保管されていた古文書

　この鞄は、 隧道の工事現場から書類を持ち帰るのに使用されたと考えら

れ、 そのときから大きく状態を変えないで残されてきた可能性があります。

▲　古文書が保管されていた長持 （右の写真は長持の中）

古写真　どこの隧道なのか？

　松浦家住宅には、 松浦音五郎が掘削したらしい古

い隧道の写真も残されています。 しかし、 どこの隧

道なのか、 松浦家に伝えられるところがなく、 よく

わかりませんでした。

　王寺の近くにある古い隧道といえば、 明治２５年

（１８９２） に完成し、 昭和７年 （１９３２） の地すべり

で大部分が崩壊した亀
かめのせ

瀬隧道が思い浮かびますが、

隧道の出入口である坑
こう

門
もん

の意
い

匠
しょう

が違います。

　この写真では、 切
きり

石
いし

で坑門がつくられ、 向かって

左手に盛
もり

土
ど

があり、 さらにその左方には排
はい

水
すい

溝
こう

が

見えています。 隧道が完成したように見えますが、

まだ鉄道線路は敷かれておらず、 掘削した土や工事

材料を運ぶためのトロッコの線路が見えています。

記念写真なのでしょうか、 坑門の前にいる人はみん

なカメラを向いているようです。

　松浦家文
もん

書
じょ

と現地の双方を調査することで、 この

写真がどこの隧道なのか、 明らかになりました。

印半纏　しるしばんてん

　松浦家住宅には、 松浦組の印
しるし

半
ばん

纏
てん

も残されていま

す。 印半纏とは、 屋
や

号
ごう

や家
か

紋
もん

を襟
えり

や背などに染め

抜き、 職人や商家の人が着用したもので、 松浦組

の印半纏には、 襟に 「松浦」、 背に 「音」、 腰の中

央から左右両方に 「五郎」 と全体で 「松浦音五郎」

が表現されています。 工事の起工式や竣工式に着

用したのではないでしょうか。

左右の襟に 「松浦」

▲ 松浦家住宅に残っていた古い隧道の写真

背には 「音」 に○

背の腰中央に 「五」

左右とも前面に 「郎」
▲ 松浦組の印半纏
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■ 松浦組の仕事

　松浦家文
もん

書
じょ

のなかに、 明治３３年 （１９００） に勝
かつ

沼
ぬま

町
ちょう

役場に宛てられた 「寄
き

留
りゅう

届
とどけ

」 が残っています。

王
おう

寺
じ

村
むら

を本籍地としていた松浦音
おと

吉
きち

（音
おと

五
ご

郎
ろう

） が、

本籍地以外で一定期間居住することになったために

用意したものです。

鹿島組配下の隧道請負

▲ 明治３３年 （１９００） １１月 「寄留届」 （松浦家文書）

　この古
こ

文
もん

書
じょ

には、 音吉が江戸時代の安
あん

政
せい

４年

（１８５７） ９月３日生まれで、 明治２年 （１８６９） 生

まれの妻ハツと明治２６年 （１８９３） 生まれの長女

コトがいたこと、 そして、 音吉の職業が 「鹿
か

島
じま

組
ぐみ

配

下隧
ずい

道
どう

掘
くっ

鑿
さく

受
うけ

負
おい

業
ぎょう

」 であると記されています。 勝

沼町は、 今の山梨県甲
こう

州
しゅう

市
し

で、 松浦音五郎は、 中

央本線の牛
うし

奥
おく

隧道の工事をするため、 妻子ととも

に現地に住まいすることになりました。

妻と子も勝沼町へ

音吉の誕生日

本籍地となる王寺村の住所

松浦音吉の職業

「鹿島組配下隧道掘鑿受負業」

勝沼町では向山有逸宅に居住

▲ 松浦組の松浦音五郎

（１８５７－１９１０）

松浦家所蔵

▲ 鹿島組の鹿島岩蔵

（１８４４－１９１２）

鹿島建設所蔵

▲ 星野商店の星野鏡三郎

（１８５９－１９３２）

鹿島建設所蔵

鹿島組　かじまぐみ

　松浦音五郎が配下となった鹿島組は、 今の鹿島建

設にあたります。 江戸時代の天
てん

保
ぽう

１１年 （１８４０）、

鹿島岩
いわ

吉
きち

が大工として江戸に店を構えたのがはじま

りで、 のちに横浜に進出して、 万
まん

延
えん

元年 （１８６０）

には英
えい

一番館、 アメリカ一番館を建築し、 「洋館の

鹿島」 といわれました。

　明治１３年 （１８８０） には、 岩吉の長男である鹿島

岩
いわ

蔵
ぞう

が鉄道請負業に進出し、 鹿島組を創立して長

浜 （滋賀県） と敦
つる

賀
が

（福井県） を結ぶ北陸線を施工。

その後も横
よこ

川
かわ

（群馬県） ・ 軽
かる

井
い

沢
ざわ

間 （長野県） 碓
う

氷
すい

峠
とうげ

アプト式鉄道の１０か所の隧道、 新
し

発
ば

田
た

線の阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

橋
きょう

梁
りょう

（新潟県）、 鹿児島線の矢
や

岳
たけ

隧道 （宮崎

県）、 東海道本線の丹
たん

那
な

隧道 （静岡県） など国内外

の難工事を多く施工し、 「鉄道の鹿島」 といわれる

ようになりました。 速度を落とさずに輸送力を高め

るには、 急
きゅう

勾
こう

配
ばい

を避ける必要があり、 鉄道工事で

は橋梁や隧道、 築
ちく

堤
てい

（線路を敷く盛
もり

土
ど

） が多くつく

られました。 松
まつ

浦
うら

組
ぐみ

は、 鹿島組が請け負った鉄道工

事のなかで、 隧道の部分を担当しました。

星野商店　ほしのしょうてん

　星
ほし

野
の

商
しょう

店
てん

は、 星野 鏡
きょう

三
ざぶ

郎
ろう

が鹿島組から独立して

開きました。 江戸時代の安政６年 （１８５９） に姫
ひめ

路
じ

藩
はん

士
し

の三
さん

男
なん

として生まれた鏡三郎は、 １１歳で鹿
か

島
じま

方
かた

の丁
でっ

稚
ち

となり、 １８歳で地方出張所の会計を命じ

られるなどして地位を築き、 「鹿島の三部長」 の１

人に数えられるまでになりました。

　鹿島組を辞職して星野商店を開いたのは、 明治

３０年 （１８９７） のことで、 星
ほし

野
の

組
ぐみ

と呼ばれることも

ありました。 鹿島岩蔵は、 鏡三郎の独立をとても喜

んで、 工事の機械や職人まで譲ったといいます。

　鏡三郎は、 碓氷峠の工事も手がけており、 鹿島組

の配下として隧道工事をおこなっていた松浦音五郎

とは旧
きゅう

知
ち

の仲
なか

であったと考えられます。 このため、

星野鏡三郎が独立してからは、 松浦組は星野商店

の配下にもなったようです。

　明治４０年 （１９０７） に菅
すが

原
わら

恒
つね

覧
み

とともに鉄道工業

会社を創立した鏡三郎は、 大正１２年 （１９２３） に

は私財を投じて明
めい

星
せい

実務学校 （今の明星大学） を設

立したりもしています。

参考 ： 鹿島建設社史編纂委員会編 『鹿島建設百三十年史』 上、 鹿島建設株式会社、 1971 年

土木工業協会編 『日本鉄道請負業史』 明治篇　中、 土木工業協会、 1944 年



№ 工事年代 路線名 区間名 開業年 隧道名 都道府県名 現在

1 明治24年頃 碓氷線
（旧信越本線） 横川・軽井沢間 明治26年 （不明） 群馬県 アプトの道

2 明治29～30年頃 関西鉄道
（関西本線） 上野・加茂間 明治30年 大河原大隧道 京都府 現存

3 明治30～32年頃 京都鉄道
（旧山陰線） 嵯峨・園部間 明治32年 亀山隧道ほか 京都府 嵯峨野観光鉄道

4 明治32～33年頃 中央本線 八王子・上野原間 明治34年 横道隧道 神奈川県 現存（坑門補強）

5 明治32～34年頃 鹿児島線
（肥薩線）

国分（隼人）・
横川（大隅横川）間 明治36年 赤水隧道

嘉例川隧道 鹿児島県 現存

6 明治33～34年頃 中央本線 初鹿野（甲斐大和）・
甲府間 明治36年 牛奥隧道 山梨県 現存（坑門補強）

7 明治34～35年頃 鹿児島線
（日豊本線）

国分（隼人）・
鹿児島間 明治34年 鳥越隧道 鹿児島県 現存（廃止）

8 明治35～37年頃 北海道鉄道
（函館本線）

小沢・山道（現在
廃止）間 明治37年 稲穂隧道 北海道 現存（坑門補強）

9 明治39～42年頃 鹿児島線
（肥薩線） 人吉・吉松間 明治42年 矢岳隧道 宮崎県 現存（休線）

10 明治39年頃 京義線
改良工事

文山・
土城（開豊）間 明治44年 文山隧道？ 朝鮮

（韓国） （未確認）
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■ 松浦組が完成させた鉄道隧道

北は北海道から南は鹿児島まで

　松浦家文
もん

書
じょ

を読み解いていくと、 松
まつ

浦
うら

組
ぐみ

がいつ、

どこで隧
ずい

道
どう

工事をおこなっていたのかがわかりま

す。 それによると松浦組は、 鹿
か

島
じま

組
ぐみ

や星
ほし

野
の

商
しょう

店
てん

と

ともに、 北は北海道から南は鹿児島まで、 さらには

日本を飛び出して、 韓国でも工事していました。

　それらの隧道を訪れてみると、 今は廃線になって

いるものの遊歩道として整備されて間近に見学する

ことができたり、 レンガや石で積まれた隧道がコン

クリートなどで補強されながらも今なお使われてい

たり、 新しくトンネルがつくられていても、 その隣

に開業当初の隧道が残っていたりして、 いずれも松

浦組が完成させたものが確認できました。

▲ 松浦家文書から作成　　※今後の詳細な古文書調査により変更になることがあります

▲ 地図は、 鹿島建設社史編纂委員会編 『鹿島建設百三十年史』 （上、 鹿島建設株式会社、 1971 年） に掲載されるものを使用

1
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碓氷峠のアプト式鉄道　（碓氷線　横川 ・ 軽井沢間　明治２６年開業）1

　明治２６年 （１８９３） に開業した横
よこ

川
かわ

（群馬県） ・ 軽
かる

井
い

沢
ざわ

（長野県）

間の鉄道は、 急
きゅう

峻
しゅん

な碓
う

氷
すい

峠
とうげ

を越えるために、 アプト式といって歯
は

車
ぐるま

を

かみ合わせながら登り降りする方法が採用されました。 この区間には

２６か所の隧道があり、 松浦組がどの隧道を担当したのかはわかって

いませんが、 明治２４年 （１８９１） に山本長次郎、 川崎文次郎、 松浦

音
おと

吉
きち

の３者で共同して工事にあたることの契約書が松浦家文書に残さ

れています。 現在、 横川 ・ 熊
くま

ノ
の

平
たいら

間は、 アプトの道として遊歩道整備

され、 開業当初の隧道１０か所などが重要文化財に指定されています。

亀山隧道　（京都鉄道　嵯峨 ・ 園部間　明治３２年開業）3

　京都鉄道という私鉄会社が開業し、 現在は嵯
さ

峨
が

野
の

観光鉄道としてト

ロッコ列車が運行されています。 このうち、 松浦組が工事を担当した

ことがはっきりとわかるのが、 トロッコ嵐
あらし

山
やま

駅すぐのところにある亀山

トンネルで、レンガ積みが今も残り、土木遺産に選
せん

奨
しょう

されています。 『日

本鉄道請負業史』 によれば、 京都鉄道の工事には侠
きょう

客
かく

の激しい妨害

があり、 どの業者も避けていたところ、 鹿島組から独立した星野 鏡
きょう

三
ざぶ

郎
ろう

が請け負って成功させたといいます。 また、 星野組の坑
こう

夫
ふ

親分に

松浦音
おと

五
ご

郎
ろう

がおり、 しっかりした人物であったことも記されています。

横道隧道　（中央本線　八王子 ・ 上野原間　明治３４年開業）4

　八
はち

王
おう

子
じ

（東京都） ・ 上
うえ

野
の

原
はら

（山梨県） 間の工事では、 松浦組は与
よ

瀬
せ

駅 （現在は相
さ が み こ

模湖駅に改称） に事務所を置いていました。 事務所は

工事全体を監
かん

理
り

したり、 労働者が寝泊まりしたり、 工事資材を保管し

たりする拠点となる場所で、 隧道の近くに構えます。 松浦家文書によ

れば、 松浦組が担当したのは横
よこ

道
みち

隧道だったようです。 今も相模湖駅

（旧与瀬駅） から西へ約７５０ｍのところに横道第１トンネルがあります。

坑
こう

門
もん

の一部がコンクリート補強されるものの、 開業当時のレンガ積み

も見えていて、 修理しながら使用され続けていることがわかります。

鳥越隧道　（鹿児島線　国分 ・ 鹿児島間　明治３４年開業）7

　今は日
にっ

豊
ぽう

本線になっている路線で、 鹿児島駅から北へ約１．７ｋｍの

ところにあります。 現在、使用されるのは、新しくつくられたコンクリー

ト製のものですが、 その北口では、 草木で見えにくくなっているもの

の、すぐ隣に石積みの坑門が見えています。 これが明治３４年 （１９０１）

に開業した当初の隧道で、 松浦組が完成させたものです。 南口でも

現在のコンクリート製トンネルの隣に石積みの坑門を確認することがで

きますが、 こちらはコンクリートブロックで蓋
ふた

をするようになっていて、

中をうかがうことはできません。
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嘉例川隧道　（鹿児島線　国分 ・ 横川間　明治３６年開業）5

　明治３６年 （１９０３） に開業した国
こく

分
ぶ

（現在は隼
はや

人
と

駅に改称） ・ 横
よこ

川
がわ

（現在は大
おお

隅
すみ

横
よこ

川
がわ

駅に改称） 間

では、 松
まつ

浦
うら

組
ぐみ

は、 鹿児島県姶
あい

良
ら

郡
ぐん

横川村 （現在の

霧
きり

島
しま

市
し

） 大
おお

字
あざ

赤
あか

水
みず

小
こ

字
あざ

海
え

老
び

ヶ
が

迫
さこ

に事務所を構えて、

赤水隧
ずい

道
どう

や嘉
か

例
れい

川
がわ

隧道などを担当していたと考えら

れます。

　松浦家住宅に残された隧道の古写真は、 どこを写

▲　現在の嘉例川トンネル （写真左） と松浦家に残される隧道の古写真 （写真右）

　松浦家文書を読み解き、 現地を訪問するなどしたことで、 これが現在の JR 肥薩線嘉例川駅から西へ約 830 ｍのところにある嘉例川トンネルの

南口であることがわかりました。 今も坑門に積まれた石や向かって左側に見える盛土と排水溝が古写真と同じです。

▲　星野商店の井上主任から発信された嘉例川隧道ほか貫通式挙行の通知文

　星野商店が請け負った第６工区で、 隧道工事を担ったのが松浦組であると考えられます。 明治３４年

（１９０１） １月２８日に貫通式をおこなうとのことで、 松浦音五郎に招待状が届いています （松浦家文書）。

したものか伝えるところがありませんでしたが、 古
こ

文
もん

書
じょ

調査と現地調査によって、 嘉例川トンネルであ

ることがわかりました。

　松浦家文
もん

書
じょ

には、 その貫
かん

通
つう

式
しき

の招待状が残されて

いるので、 実際に鹿児島へ赴
おもむ

き、 式に出席した松

浦音
おと

五
ご

郎
ろう

が、 記念品のひとつとして持ち帰ったのが

今の古写真ではないかと推測できます。

▲ 嘉例川トンネルを遠望する

▲ 国登録文化財の嘉例川駅舎

牛奥隧道　（中央本線　初鹿野 ・ 甲府間　明治３６年開業）6

　明治時代の隧道工事は、 日本式といって、 単線ト

ンネルであっても、 導
どう

坑
こう

、 丸
まる

形
がた

、 中
ちゅう

背
ぜ

、 大
おお

背
ぜ

、 土
ど

平
べら

（側
そく

壁
へき

） と少しずつ順番に掘り進め、 松の丸
まる

太
た

など

による支
し

保
ほ

工
こう

で崩れてこないようにして、 レンガや

石などで覆
ふっ

工
こう

して完成させました。 したがって、 隧

道工事には、 掘削する坑
こう

夫
ふ

、 支保工をおこなう斧
よき

指
さし

、 覆工するレンガ職人などが関わり、 現場代
だい

人
にん

が

工事全体を監
かん

理
り

しました。

　松浦組は、 山梨県勝
かつ

沼
ぬま

町
ちょう

（現在の甲
こう

州
しゅう

市
し

） で牛
うし

奥
おく

第１ ・ 第２トンネルの工事を担当し、 近くの干
かん

将
しょう

寺
じ

に現場事務所を置きました。 干将寺は、 現代的

▲　現在の干将寺境内

　令和３年 （２０２１） ２月２２日に筆者が訪問して撮影。 境内から甲府盆

地が見渡せ、 反対の山側には牛奥第１トンネル南口が望めます。

▲　干将寺と牛奥隧道の位置

　航空写真は、 国土地理院ウェブサイトからダウンロードした平成１９

年 （２００７） 撮影の甲府地域のもの。

　牛奥隧道の現場代人であった岩田勇吉が、 思うような物件が見つから

なかったものの干将寺を事務所にしたと連絡しています （松浦家文書）。

▼　干将寺の松浦事務所から発信された書簡

な小
しょう

堂
どう

となっているものの今も残され、 しかも、 小

堂に対して広く土地が造成されていて、 付近に現場

事務所や労働者が寝泊まりした 「飯
はん

場
ば

」 があったと

推測されます。 干将寺から牛奥第１トンネルの南口

まで約９０ｍしか離れておらず、 現場事務所には格

好の位置だったといえます。

干将寺干将寺

牛奥第1トンネル

牛奥第2トンネル

至塩山駅至塩山駅

至勝沼ぶどう郷駅至勝沼ぶどう郷駅
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Ｄ
51
形が

た

蒸
気
機
関
車
８
９
５
号
機
は
、

Ｄ
51
形
と
し
て
８
９
５
番
目
に
製
造
さ
れ

た
も
の
で
、
舟ふ

な

戸と

児
童
公
園
に
静せ

い

態た
い

保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
日ひ

立た
ち

製
作
所
が
昭
和
19

年

（
１
９
４
４
）
５
月
10
日
に
製
造
し
ま

し
た
。

　

Ｄ
51
形
蒸
気
機
関
車
は
、
Ｄ
50
形
に
続

く
大
型
貨
物
機
関
車
と
し
て
昭
和
11
年

（１
９
３
６
）
に
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
約
10

年
間
で
蒸
気
機
関
車
の
各
形
式
の
な
か
で

最
も
多
い
１
１
１
５
両
が
製
造
さ
れ
ま
し

た
。
軸
配
置
は
１
Ｄ
１
形
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
石
炭
庫
と
水
槽
を
備
え
た
炭た

ん

水す
い

車し
ゃ

を
後
ろ
に
つ
な
ぐ
テ
ン
ダ
式
で
す
。

　

蒸
気
機
関
車
は
、
火か

室し
つ

で
石
炭
を
燃
や

し
て
燃
焼
ガ
ス
を
起
こ
し
、罐か

ん

（ボ
イ
ラ
ー
）

内
の
水
を
熱
し
て
蒸
気
を
発
生
さ
せ
、
蒸

気
圧
に
よ
る
ピ
ス
ト
ン
の
往
復
を
動ど

う

輪り
ん

の

回
転
に
変
え
て
走
行
し
ま
す
。
発
生
さ
せ

た
蒸
気
は
、
動
輪
回
転
の
他
に
も
炭
水
車

か
ら
罐
内
へ
給
水
す
る
ポ
ン
プ
、
罐
内
に

入
れ
る
水
の
温
度
を
あ
ら
か
じ
め
上
げ
る

給き
ゅ
う

水す
い

温あ
た
ため

器
、
前ぜ

ん

照
し
ょ
う

灯と
う

や
運
転
席
の
室

内
灯
な
ど
に
供
給
す
る
発
電
機
、
ブ
レ
ー

キ
作
動
や
動
輪
の
空く

う

転て
ん

を
防
ぐ
砂
ま
き
な

ど
に
用
い
る
空
気
圧
縮
機
、
客

き
ゃ
く

車し
ゃ

の
暖
房

な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
47
年

（
１
９
７
２
）
11
月
７
日
に

廃は
い

車し
ゃ

と
な
っ
た
８
９
５
号
機
は
、
翌
48
年

か
ら
こ
れ
ま
で
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
保
存

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
給
水
温
め
器
、
給
油

装
置
な
ど
の
機
械
類
を
は
じ
め
、
動
輪
や

メ
イ
ン
ロ
ッ
ド

（
主し

ゅ

連れ
ん

棒ぼ
う

）、
ブ
レ
ー
キ
な

ど
の
走
行
装
置
や
炭
水
車
に
外
観
上
の
目

立
っ
た
破
損
・
欠
損
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
前
照
灯
・
標

ひ
ょ
う

識し
き

灯と
う

の
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
小
型
部

品
が
や
や
多
く
欠
損
し
ま
す
。
運
転
席
内

は
、
速
度
計
・
圧
力
計
・
罐
内
水
面
計
の

カ
バ
ー
ガ
ラ
ス
、
窓
、
腰
掛
な
ど
に
破
損
・

欠
損
が
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
蒸
気
分
配

箱
の
各
バ
ル
ブ

（
弁べ

ん

）、
加か

減げ
ん

弁べ
ん

テ
コ
ハ
ン

ド
ル
、
逆

ぎ
ゃ
く

転て
ん

機き

ハ
ン
ド
ル
、
砂
ま
き
作さ

用よ
う

コ
ッ

ク
な
ど
は
今
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
良

好
な
状
態
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
公
式
側
シ
リ
ン
ダ
の
蒸
気
室
空く

う

気き

弁べ
ん

な
ど
に

「
Ｄ
５
１
８
９
５
」、
公
式
側
・

非
公
式
側
サ
イ
ド
ロ
ッ
ド

（
連れ

ん

結け
つ

棒ぼ
う

）
な

ど
の
各
部
品
に
長
野
工
場

（長
野
県
）
を

示
す

「
Ｎ
Ｎ
」
や
鷹た

か

取と
り

工
場

（
兵
庫
県
）

を
示
す

「Ｔ
Ｔ
」、
後
藤
工
場

（鳥
取
県
）

を
示
す

「
Ｇ
Ｔ
」
と
い
っ
た
刻こ

く

銘め
い

が
認
め

ら
れ
、
部
品
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
や
車
両
整

備
の
履り

歴れ
き

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

８
９
５
号
機
は
製
造
後
、
柳や

な

井い

機き

関か
ん

区く

（
山
口
県
）、
岩い

わ

国く
に

機
関
区

（
山
口
県
）、

広
島
第
二
機
関
区

（
広
島
県
）、
津つ

和わ

野の

機
関
区

（
島
根
県
）、
鳥
取
機
関
区

（
鳥

取
県
）、
福ふ

く

知ち

山や
ま

機
関
区

（
京
都
府
）
と

転
属
し
、
昭
和
46
年

（
１
９
７
１
）
４
月

５
日
か
ら
廃
車
ま
で
の
１
年
７
か
月
は
奈

良
運
転
所
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
９
５
号
機
の
特
徴
と
い
え
る
の
が
、
罐

上
の
集

し
ゅ
う

煙え
ん

装
置
と
重

じ
ゅ
う

油ゆ

併へ
い

燃ね
ん

装
置
で
す
。

集
煙
装
置
は
昭
和
29
年

（１
９
５
４
）
に
、

重
油
併
燃
装
置
は
同
31
年

（
１
９
５
６
）

に
、
と
も
に
後
藤
工
場
で
取
り
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
集
煙
装
置
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
で

煙
が
運
転
席
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
後
方

に
排
出
さ
せ
る
も
の
で
、
通
常
は
同
装
置

の
蓋ふ

た

を
開
け
て
煙
を
上
方
に
排
出
し
ま
す

が
、
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
際
に
空
気
シ
リ
ン
ダ

で
蓋
を
閉
め
て
後
方
に
誘
導
し
ま
す
。
重

油
併
燃
装
置
は
、
走
力
を
高
め
る
の
に
火

室
内
に
重
油
を
噴ふ

ん

射し
ゃ

し
、
効
率
よ
く
燃
焼

さ
せ
て
蒸
気
圧
を
安
定
し
て
上
げ
ま
す
。

と
も
に
後あ

と

付づ

け
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
集

煙
装
置
は
従
来
の
煙え

ん

突と
つ

に
箱
を
被か

ぶ

せ
る
よ

う
に
設
置
し
、
蓋
の
開か

い

閉へ
い

シ
リ
ン
ダ
は
、

本
来
は
砂す

な

箱ば
こ

の
管
理
に
使
用
す
る
踏ふ

み
板い

た

の
上
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
重
油
併
燃
装

置
で
は
、
焚た

き

口ぐ
ち

戸ど

に
穴
を
開
け
て
バ
ー
ナ
ー

を
入
れ
、
噴
射
さ
せ
る
の
に
用
い
る
蒸
気

は
蒸
気
分
配
箱
の
側そ

く

面め
ん

に
新
た
に
バ
ル
ブ

を
取
り
付
け
、
重
油
タ
ン
ク
は
、
罐
上
の

蒸じ
ょ
う

気き

溜だ
め

を
覆お

お

う
ド
ー
ム
カ
バ
ー
と
ボ
イ

ラ
ー
安
全
弁
の
間
に
置
き
ま
し
た
。

　

奈
良
運
転
所
配
属
中
に
走
っ
て
い
た
関

西
本
線
に
は
、
山や

ま

線せ
ん

と
呼
ば
れ
る
難な

ん

所し
ょ

の

加か

太ぶ
と

越ご

え
が
あ
り
、
集
煙
装
置
と
重
油
併

燃
装
置
が
役
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
装

備
が
あ
る
こ
と
で
、
機き

関か
ん

士し

ら
が
煙
で
一

酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る
恐
れ
や
、
カ
マ

（ボ

イ
ラ
ー
）
の
調
子
を
最
大
限
に
整
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
機き

関か
ん

助じ
ょ

士し

の
心
身
負
担
が

軽
減
さ
れ
た
の
で
す
。
集
煙
装
置
や
重
油

併
燃
装
置
は
、
静
態
保
存
さ
れ
る
際
に
取

り
外
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
な
か
、
８
９
５

号
機
に
は
関
西
本
線
を
走
行
し
た
と
き
の

ま
ま
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、

王
寺
町
役
場
の
金
庫
内
で
保
管
さ
れ
て
き

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
前
後
左
右
の
４
枚
と

も
良
好
に
残
っ
て
い
ま
す
。
赤
く
塗
ら
れ

て
い
る
の
は
、
奈
良
運
転
所
に
配
置
さ
れ

て
い
た
た
め
で
す
。

　

Ｄ
51
形
蒸
気
機
関
車
８
９
５
号
機
は
、

実
際
に
王
寺
駅
を
含
む
関
西
本
線
を
走
行

し
た
車
両
で
、
関
西
本
線
を
走
行
す
る
の

に
役
立
っ
た
装
備
を
残
し
た
ま
ま
保
存
さ

れ
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
８
９
５
号
機

を
つ
う
じ
て
、
王
寺
町
が
王
寺
駅
の
開
業

を
契
機
に
、
「鉄
道
の
ま
ち
」
と
し
て
大
き

く
発
展
し
た
こ
と
、
明
治
時
代
か
ら
続
い

た
蒸
気
機
関
車
の
鉄
道
文
化
が
あ
っ
た
こ

と
を
永
く
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（写真右） 運転席内　自由に見学でき、 当時の機関士や機関助士の

働きを間近に感じることができる／ （写真中央） 舟戸児童公園に静

態保存される D51 形蒸気機関車 895 号機　公式側前方から見た

全景写真で、 煙突部分に集煙装置、 蒸気溜がある流線形カバーの

後ろに重油併燃装置の重油タンクが装備されたまま保存されている／

（写真左上） 集煙装置と開閉シリンダ　トンネル内では集煙装置の蓋

を空気シリンダで閉めて煙を後方に逃がす／ （写真左下） 重油併燃

装置の重油タンク　噴射してカマの燃焼効率を高める重油を積む



▲　昭和４６年 （１９７１） ９月２６日、 イベント列車 JC 赤トンボ号として三重連の先頭に立って王寺駅を走る D５１形蒸気機関車８９５号機

D５１形蒸気機関車８９５号機　　１両

附　D５１８９５ナンバープレート　　４枚

有形文化財 （歴史資料）

昭和１９年 （西暦１９４４年）

日立製作所

長さ１９．５ｍ　幅２．９３６ｍ　高さ３．９８ｍ

動輪直径１．４ｍ　　重量　１２５ｔ

１D１形テンダ式

奈良県北葛城郡王寺町舟戸一丁目３９７３－１

舟戸児童公園

（ナンバープレートは王寺町施設にて保管）

西日本旅客鉄道株式会社

王寺町

令和６年 （西暦２０２４年） ３月

王寺町指定文化財

D51 形蒸気機関車 895 号機

名称・員数

種 別

年 代

製 作

寸法・重量

品質・形状

所 在 地

保管施設

所 有 者

管 理 者

指定年月

D51形蒸気機関車895号機が静態保存される舟戸児童公園へは、国道25号が JRの線路を渡る王寺跨線橋東側の階段から、また、
近鉄田原本線新王寺駅から同線の線路に沿って東へ約 600m進んだアンダーパスから行くことができます。


